
の
位
置
情
報
の
把
握
な
ど
効

率
的
な
維
持
管
理
に
役
立
て

る。ソ
具
体
的
に
は
、
ト
ン
ネ
ル

し
一
や
道
路
、
橋
梁
の
路
面
の
デ

一
!
タ
と
パ
ト
ロ
ー
ル
時
の
状

一
況
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
損

一
傷
や
劣
化
の
変
化
が
把
握
で

一
き
的
確
な
判
断
・
対
応
が
可

一
民
也
O

一ム目
一
ま
た
、
災
害
復
旧
で
は
、

一
被
災
前
の
状
況
や
地
形
と
被

一
災
後
が
比
較
で
き
る
た
め
、

一
災
害
復
旧
業
務
の
迅
速
化
に

一
つ
な
が
る
。
そ
の
ほ
か
、
占

一
有
物
件
な
ど
の
確
認
、
公
共

一
測
量
の
迅
速
化
や
コ
ス
ト
縮

県
管
理
道
路
は
総
延
長
約
一
減
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が

4
2
0
0
Jあ
り
、
全
路
線
一
期
待
で
き
る
と
し
て
い
る
。

の
画
像
を
取
得
す
る
の
に
5
一

年
程
度
か
か
る
と
み
て
い

る。
取
得
し
た
3
次
元
画
像
デ

ー
タ
は
、
U

道
路
台
帳
な
ど
維

持
管
理
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
と
結
び
つ
け
る
こ
と

で
、
災
害
復
旧
事
業
や
施
設

3
D
画
像
デ
ー
タ
な
ど
取
得
ヘ

岐
阜
県
は
U
年
度
か
ら
、
情
報
通
信
技
術
(
I
C
T
)
を
活
用
し
た
道
路
管
理
の
シ
ス
テ
ム
構
築
に
乗
り
出
す
。

新
た
に
取
得
す
る
道
路
沿
線
の
高
精
度
3
次
元
画
像
デ
!
タ
と
、
道
路
施
設
台
帳
な
ど
既
存
の
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー

タ
を
集
約
し
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
戦
略
的
な
維
持
管
理
や
防
災
・
減
災
対
策
な
ど
に
役
立
て
る
。
当
初
予
算
案

に
約
4
億
円
を
計
上
、
高
精
度
3
次
元
画
像
の
取
得
や
ソ
フ
ト
開
発
な
ど
に
着
手
す
る
。

県
は
M
W
年
度
か
ら
、
県
や
一
統
合
型
G
I
S」
を
運
用
し
、
一
進
ん
で
い
る
た
め
、
こ
れ
ま
一
ム
は
、
ま
ず
県
が
管
理
す
る

市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
整
備
す
一
道
路
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
一
で
以
上
に
効
率
化
、
高
度
化
一
道
路
沿
線
に
カ
メ
ラ
を
登
載

る
道
路
台
帳
や
都
市
計
画
基
一
デ
i
タ
を
管
理
し
て
き
た
。
一
し
た
道
路
管
理
が
求
め
ら
れ
一
し
た
車
を
走
ら
せ
、
高
精
度

本
図
な
ど
を
2
次
元
の
デ
ジ
一
し
か
し
、
県
が
保
有
す
る
道
一
て
い
る
。
一

3
次
元
画
像
を
取
得
し
地
理

タ
ル
地
図
に
統
合
し
た
「
県
一
路
施
設
は
膨
大
で
老
朽
化
も
一
新
た
な
道
路
管
理
シ
ス
テ
一
空
間
を
情
報
化
す
る
。

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐阜
8.静岡
11.建通
14.信濃毎日

【建設ICT】

1.日経
'4.読売
7.産経
10.中部経済
13建設通信
⑬建設工業
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